
第2音戸大橋（仮称）の架設風景（呉市）　 

　
広
島
県
議
会
は
、
六
月
定
例
会
を
六
月

二
十
四
日
か
ら
七
月
五
日
ま
で
の
十
二
日
間

の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
「
平
成
二
十
三
年
度

広
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」
や
「
広
島
県

広
島
へ
リ
ポ
ー
ト
条
例
」
な
ど
の
知
事
提
出

議
案
の
ほ
か
、
議
員
提
案
に
よ
る
「
広
島
県

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
特
例
に
関
す
る
条

例
」、「
大
規
模
災
害
対
策
等
の
充
実
強
化
を

求
め
る
意
見
書
」
な
ど
の
議
案
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
、
十
九
議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
を

踏
ま
え
た
防
災
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、

観
光
振
興
、
教
育
の
充
実
、
中
山
間
地
域
対

策
な
ど
の
県
行
財
政
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、

六
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
は
、
付

託
さ
れ
た
議
案
な
ど
に
つ
い
て
審
査
・
調
査

を
行
い
ま
し
た
。 

　
定
例
会
初
日
に
は
、「
正
木
篤
議
員
の
辞

職
勧
告
に
関
す
る
決
議
案
」
が
提
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
最
終
日
に

は
、
六
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員

の
選
任
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

一般会計1件 
広島県議会議員の議員報酬の特例に関する条例、広島県広島へリポート条例など9件 
広島県議会議員の議員報酬の特例に関する条例案2件 
広島県副知事の選任の同意についてなど3件 
工事請負契約（広島県総合行政通信網（地上系）再編整備工事）の締結についてなど2件 
大規模災害対策等の充実強化を求める意見書など3件 
正木篤議員の辞職勧告に関する決議 

可決 
可決 
否決 
同意 
可決 
可決 
可決 

● 平成23年度補正予算  
● 条例案 ………………… 
 
● 人事案件 ……………… 
● その他の議案 ……… 
● 意見書案 ……………… 
● 決議案 ………………… 

●広島県議会議員の議員報酬の特例に関する条例を可決 
厳しい財政状況等を総合的に勘案し、県議会議員の議員報酬を減額する特例措置を行うための条例案を可決し
ました。平成23年8月から4年間、議長については7.5％、副議長及び議員については5％の議員報酬の減額措
置が実施されます。 

●平成23年度広島県補正予算を可決 
東日本大震災に伴う被災者支援や、大震災
を踏まえた県内の緊急防災対策等のほか、
国の経済対策を活用して、さらなる「緊急経
済・雇用対策」を実施するため、総額49億
1,900万円の補正予算を可決しました。 

●広島県広島へリポート条例を可決 
県民の安全確保と利便性の向上を図るため、広島西飛行場の廃止後の跡地に、災害時等の航空運送を行う広島
へリポートを設置する条例案を可決しました。 

■東日本大震災関係（29億6,200万円） 
災害ボランティア派遣等の支援、県営住宅の提供など被災者
受入支援、かき養殖業の再生など被災地復興支援、県立学校
施設等の耐震化、中小企業者に対する融資制度の創設 など 

■緊急経済・雇用対策関係（13億5,400万円） 
緊急雇用対策基金事業の実施、市町の雇用対策関連事業へ
の支援 など 

■その他 
次代を担う子ども・子育て支援、かき小町（三倍体カキ）販売
強化・増産対策、広島西飛行場のヘリポート化推進 など 

6月24日 本会議［開会、提案理由説明など］ 

6月27日 全員委員会［提案事項の説明など］ 

6月29日～30日 本会議［一般質問など］ 

7月1日 各常任委員会　 

7月5日 
本会議 
［委員長報告、議案の採決など、閉会］ 

（平成23年6月24日～7月5日） 

●正木篤議員の辞職勧告に関する決議 
　正木篤議員は、平成23年6月1日、公安委員会の運転免許を受けないで、普通乗用自動車を運転していたことにより、
道路交通法違反容疑で現行犯逮捕され、翌日、同容疑で送検された。 
　さらに、平成23年5月24日にも同様に、公安委員会の運転免許を受けないで、普通乗用自動車を運転していたとし
て、平成23年6月17日に追送検された。 
　このことは、県民の負託を受け、また県民の範となるべき県議会議員としての自覚に欠ける恥ずべき行為であると
ともに、広島県議会の名誉と権威を傷つけ、県議会に対する県民の信頼を著しく失墜させるものであり、正木篤議員の
道義的、政治的責任は極めて重いと断ぜざるを得ない。 
　よって、本県議会として、正木篤議員に対して、自らの意思と責任により県議会議員の職を辞することを勧告する。 

音戸大橋の北側に架設中のアーチ橋（橋長492m）。重さ約3,500tの中央径間部は、呉市内の工場で組み立てを行い、大型海上クレーン船で現地へ輸送。慢性
的な交通渋滞を解消するため県が整備を進める「警固屋音戸バイパス」の一部として平成25年春の供用開始予定。 

東日本大震災関係では、このほか、平成22年度予算
の予備費を用いて、被災地への職員等の派遣、義援金・
見舞金（知事・県議会）の贈呈などを行いました。 

7月1日開催 



紙面の都合上、1人2問以内で掲載しております。 

　本会議では、6月29日と30日の2日間にわたって6人の議員が一般質問を行い、東日本

大震災を踏まえた防災対策やエネルギー対策、観光振興、教育の充実、中山間地域対策な

どの県政が直面する様々な課題について、県民の視点に立った論議を展開しました。 

奨学金制度 
用語 
解説 

財政力指数 

地方公共団体の
財政力を示

す指数で、団体の
運営に必要

な経費に対し、税
収など自前

の収入がいくら
あるのかを

示す数値。指数が
 

高いほど自主財源
 

の割合が高く、財
 

政力が強い団体
 

といえる。 

用語 
解説 

被災者支援システム 

阪神・淡路大震
災直後、兵庫

県西宮市職員が
開発し、国が

市町村への普及
を図るコン

ピュータソフト。
被災者情報

を一元管理し 

罹災証明書の 

発行等の迅 

速化が図ら 

れる。 

用語 
解説 

経済的理由により修学が困難な優れた学生に対して、学費や生活費等の金銭の給付・貸与を行うもので、学校卒業後に返還義務がある貸与型と、 
返還義務のない 
給付型に大別 
される。 

土砂災害危険箇所 
用語 
解説 

本県には、急傾斜地崩壊危険箇所が約2万2,000カ所、土石流危険渓流が約1万カ所あり、ともに全国最多であるが、土砂災害防止 
施設の整備率は、 
それぞれ約36 
％と約16％に 
とどまる。 

小規模県立高校間の 連携推進事業 

用語 
解説 

小規模の県立高校間で連携し、授業交流、部活動の合同練習等を行う事業。多様な学習ニーズへの対応や、切磋琢磨する機会の拡 
大等を通じ、教 
育活動の充実を 
図ることを目的 
とする。 

株式会社ひろしま イノベーション推進機構 

用語 
解説 

企業が成長性の高い新たな事業展開等を図る際、資金等の経営資源を提供するなどの支援を行い、県内の雇用創出や所得拡大を図ることを目的に設立された、県が全額出資する第三セクター。 

り 

せっ さ たく ま 

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
 

導
入
促
進
 

県
立
高
校
間
連
携
事
業
の
 

成
果
と
取
り
組
み
 

尾熊良一議員  
公明党〈福山市〉 

お りょういち ぐま 

問 
今
年
度
で
終
了
予
定
の
L
E
D

照
明
の
導
入
助
成
制
度
を
、よ
り

効
果
的
に
P
R
す
る
と
と
も
に
、広
く
一

般
に
普
及
さ
せ
る
た
め
、長
期
継
続
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、節
電
効
果
を
さ
ら
に

徹
底
す
る
た
め
に
も
、県
庁
舎
を
は
じ
め

県
の
施
設
に
お
い
て
、L
E
D
照
明
の
導

入
範
囲
を
拡
大
し
て
は
ど
う
か
。
 

L
E
D
照
明
導
入
助
成
制
度
 

答 
L
E
D
照
明
は
、地
球
温
暖
化
防

止
対
策
を
進
め
て
い
く
上
で
有
効

な
方
策
で
あ
る
が
、国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
見
直
し
の
中
で
、温
暖
化
防
止
策

に
係
る
財
源
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
た
め
、国
の
動
向
を
踏
ま
え
、

財
源
の
確
保
を
図
っ
た
う
え
で
、継
続
や

拡
充
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。 

中
山
間
地
域
の
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
 

野村常雄議員  
自民会議〈山県郡〉 

の つね お むら 

問 
中
山
間
地
域
の
市
町
に
お
い
て
、

住
民
が
安
心
し
て
医
療
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

特
に
財
政
力
指
数
の
低
い
市
町
に
対
し

て
、国
ま
た
は
県
が
、必
要
な
財
源
を
支

援
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。 

答 
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
の

制
度
で
は
、財
政
力
指
数
で
は

な
く
、国
や
県
が
定
率
の
財
政
負
担
を

行
う
ほ
か
、低
所
得
者
や
後
期
高
齢
者

の
割
合
な
ど
、市
町
の
特
性
に
応
じ
た

調
整
を
行
っ
て
い
る
。こ
の
ほ
か
、国
民

健
康
保
険
の
収
納
率
目
標
の
設
定
や
、

介
護
予
防
の
推
進
な
ど
を
通
じ
て
、市

町
の
健
全
な
保
険
運
営
を
支
援
 

し
て
い
く
。 

ひ
ろ
し
ま
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構
 

問 
先
日
、こ
の
機
構
や
、県
な
ど
が

出
資
す
る
投
資
事
業
有
限
責
任

組
合
が
作
ら
れ
た
。東
日
本
大
震
災
の
発

生
後
、経
済
の
活
性
化
が
急
が
れ
る
中
、

こ
の
取
り
組
み
は
、時
宜
を
得
た
も
の
と

し
て
、大
い
に
期
待
し
て
い
る
。今
後
、さ

ら
に
計
画
を
前
倒
し
し
て
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。 

答 
今
年
十
月
を
目
途
に
、民
間
金

融
機
関
な
ど
が
出
資
す
る
投
資

事
業
有
限
責
任
組
合
を
組
成
し
、総
額

百
億
円
程
度
の
資
金
規
模
の
体
制
を
構

築
す
る
。全
国
的
に
み
て
も
、リ
ー
デ
ィ

ン
グ
ケ
ー
ス
と
な
る
も
の
で
あ
り
、こ

う
し
た
新
た
な
手
法
に
よ
る
企
業
の
成

長
支
援
を
通
じ
て
、地
域
経
済
の
活
性

化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。 

下原康充議員  
自民会〈東広島市〉 

しも みつ やす はら 

問 
東
日
本
大
震
災
の
被
災
自
治
体

で
は
、罹
災
証
明
書
の
交
付
事
務

の
混
乱
等
を
解
消
す
る
た
め
、震
災
後
、

被
災
者
情
報
を
一
元
管
理
す
る「
被
災
者

支
援
シ
ス
テ
ム
」を
導
入
し
て
い
る
。災

害
時
の
円
滑
な
事
務
処
理
に
は
普
段
か

ら
の
準
備
が
重
要
で
あ
り
、県
内
市
町
で

も
導
入
を
促
進
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 
当
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、国
か

ら
の
周
知
依
頼
を
受
け
、県
内

各
市
町
へ
通
知
し
た
と
こ
ろ
、９
市
町

が
運
用
開
始
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

る
。他
の
市
町
に
も
シ
ス
テ
ム
の
有
用

性
を
十
分
周
知
し
、万
が
一
の
災
害
に

備
え
た
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
た
い
。 

原
子
力
発
電
に
対
す
る
知
事
の
所
見
 

問 
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
契
機

に
脱
原
発
の
動
き
が
広
が
っ
て

い
る
が
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
に
よ
る
代

替
は
、一
朝
一
夕
に
は
進
ま
な
い
。性
急

な
脱
原
発
は
電
力
不
足
を
招
き
、経
済
活

動
や
住
民
生
活
が
大
混
乱
に
陥
る
こ
と

か
ら
、当
面
、原
発
の
安
全
性
を
高
め
て

活
用
す
る
こ
と
が
現
実
的
で
は
な
い
か
。 

答 
原
発
の
あ
り
方
は
、本
県
産
業

や
県
民
生
活
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
た
め
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

に
よ
る
代
替
可
能
性
、国
民
負
担
増
、経

済
活
動
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
国
民
的

議
論
を
行
い
、コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。今
後
、中
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
た
幅
広
い
議
論
が
加

速
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
い
る
。 

宮
島
口
整
備
等
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
向
上
 

問 
宮
島
の
観
光
客
数
は
、今
後
大
き

く
増
え
る
と
見
込
ま
れ
る
が
、宮

島
口
で
は
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
が
発
生

し
て
い
る
。宮
島
口
整
備
等
に
よ
る
ア
ク

セ
ス
向
上
に
、県
も
積
極
的
に
関
与
す
べ

き
で
あ
る
が
、県
の
施
策
の
中
で
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
、い
つ
ま
で
に
取
り
組
も

う
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。 

答 
宮
島
口
の
整
備
は
、「
瀬
戸
内
 

海
の
道
構
想
」の
主
要
な
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
。世
界
遺
産
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ

し
い
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
を
行
う
と
と
も

に
、来
年
度
以
降
、本
格
的
に
港
湾
整
備

に
着
手
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、早
期
に

効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。 

問 
小
規
模
県
立
高
校
間
の
連
携
推

進
事
業
に
よ
り
、高
校
が
活
性
化

す
る
こ
と
を
、地
域
は
大
変
期
待
し
て
い

る
。統
廃
合
を
検
討
す
る
状
況
と
な
ら
な

い
よ
う
、学
校
の
活
性
化
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
、今
年
度
の
大
き
な
課
題
で
あ

る
が
、こ
れ
ま
で
の
成
果
、課
題
を
ど
う

捉
え
、生
か
し
て
い
く
の
か
伺
う
。 

答 
専
門
性
の
高
い
授
業
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
生
徒
の
感

想
等
が
あ
る
一
方
、授
業
交
流
の
科
目

が
少
な
い
な
ど
の
課
題
も
あ
っ
た
た
め
、

今
年
度
は
、教
員
を
増
員
す
る
な
ど
の

対
応
を
行
っ
て
い
る
。引
き
続
き
、本
事
業

に
し
っ
か
り
取
り
組
み
、学
校
の
活
性
化

を
支
援
し
て
い
き
た
い
。 

県
内
就
職
者
に
対
す
る
奨
学
金
制
度
 

問 
奨
学
金
制
度
は
教
育
支
援
目
的

だ
け
で
は
な
く
、雇
用
対
策
等
と

し
て
も
有
効
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

県
外
に
進
学
し
た
大
学
生
も
含
め
、卒

業
後
、県
内
企
業
等
に
就
職
す
る
学
生

に
対
し
て
、奨
学
金
の
返
済
を
免
除
す

る
給
付
型
の「
ふ
る
さ
と
奨
学
金
制
度
」

を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。 

答 
雇
用
対
策
と
し
て
は
、新
規
学

卒
者
等
を
対
象
と
し
た
合
同
就

職
面
接
会
の
開
催
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
推
進
な
ど
に
よ
り
、早
い
段
階
か
ら
若

者
の
県
内
企
業
へ
の
就
職
促
進
を
図
っ

て
い
る
。雇
用
対
策
や
人
づ
く
り
対
策
と

し
て
、奨
学
金
と
い
う
手
法
の
有
効
性
や

課
題
に
つ
い
て
、ま
ず
は
検
討
し
て
い
く
。 

沖井　純議員  
自民会議〈江田島市〉 

おき じゅん い 

問 
予
期
し
な
い
規
模
で
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
知
事

は
、
本
県
の
防
災
対
策
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
全
国
最
多

の
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
と
土
石
流

危
険
渓
流
を
抱
え
る
本
県
に
お
い
て
、

土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
整
備
を
積
極
的

に
推
進
す
る
考
え
は
な
い
の
か
伺
う
。 

防
災
対
策
の
あ
り
方
 

答 
今
回
の
震
災
の
原
因
分
析
等
を

踏
ま
え
、想
定
を
超
え
る
災
害
が

発
生
す
る
こ
と
も
見
据
え
な
が
ら
、本

県
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
早
急
に
見
直

し
を
検
討
す
る
。ま
た
、今
後
策
定
す
る

「
ひ
ろ
し
ま
砂
防
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

に
よ
り
、緊
急
度
・
重
要
度
の
高
い
箇
所

か
ら
土
砂
災
害
防
止
施
設
の
整
備
を
進

め
、防
災
対
策
の
充
実
・
強
化
に
努
め
る
。 

「
瀬
戸
内 

海
の
道
構
想
」
の
実
現
 

問 
「
瀬
戸
内 

海
の
道
構
想
」
の
中

間
報
告
で
は
、
構
想
の
推
進
組
織

と
な
る
「
瀬
戸
内
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

に
お
い
て
、
人
材
確
保
や
資
金
供
給
等
を

行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
優
れ
た
感

覚
と
行
動
力
の
あ
る
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
を

ど
の
よ
う
に
し
て
確
保
す
る
の
か
伺
う
。
 

答 
地
域
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
に
お

い
て
、行
動
力
の
あ
る
核
と
な
る

人
材
を
確
保
・
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
、構

想
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。こ
う

し
た
人
材
の
確
保
や
資
金
供
給
の
し
く

み
に
つ
い
て
、専
門
家
の
意
見
も
踏
ま
え
つ

つ
、そ
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

安井裕典議員  
自民会議〈廿日市市〉 

のり ひろ い やす 

高
等
学
校
の
再
編
整
備
計
画
の
 

見
直
し
 

問 
小
規
模
の
県
立
高
等
学
校
の
み

が
連
携
す
る
現
行
の
取
り
組
み

に
は
限
界
が
あ
る
。
県
立
高
等
学
校
が
、

地
域
振
興
を
担
う
文
化
や
地
域
連
携
の

拠
点
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、現
在
の「
再

編
整
備
計
画
」
を
見
直
し
、
県
民
の
合
意

に
基
づ
く
「
全
県
的
な
適
正
配
置
」
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
所
見
を
伺
う
。 

答 
平
成
二
十
六
年
度
以
降
の
次
期

再
編
整
備
基
本
計
画
の
検
討
に

当
た
っ
て
は
、県
全
体
を
見
渡
し
た
高
等

学
校
の
あ
り
方
や
配
置
を
含
め
、県
民

か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
伺
う
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、そ
れ
ら
を
踏

ま
え
、県
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
魅
力
と
活

力
の
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。 

「
資
産
管
理
」
の
見
え
る
化
 

問 
株
式
会
社
ひ
ろ
し
ま
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
機
構
が
管
理
・
運
営

す
る
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
に
県
が

出
資
す
る
四
十
億
円
は
、
財
務
状
況
の

公
表
等
に
関
す
る
法
の
明
確
な
規
定
は

な
い
が
、「
公
有
財
産
」
の
観
点
か
ら
県

民
へ
の
積
極
的
な
説
明
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
方
策
を
伺
う
。 

答 
同
組
合
へ
の
出
資
金
は
、同
機

構
か
ら
随
時
、報
告
を
求
め
る

な
ど
、適
切
な
監
視
を
行
い
、個
々
の
企

業
へ
の
出
資
状
況
も
、競
争
上
不
利
益

と
な
る
場
合
を
除
き
、原
則
、公
表
し
て

い
く
。ま
た
、そ
の
出
資
効
果
は
、客
観

指
標
に
基
づ
く
評
価
等
を
適
宜
・
適
切

に
明
ら
か
に
し
、説
明
責
任
を
果
た
す
。 

宮　政利議員  
民主県政会〈呉市〉 

みや まさ とし 

り 

と
ら
 

平成○○年度 

決 算 状 況  

基準財政需要額 
基準財政収入額 
標 準 財 政 規 模  
財 政 力 指 数  

× ×
× ×
× ×
× ×



　本会議とは 
　全議員で構成する会議のことで、すべての議案に対する議会の最終
的な意思を決定します。 
　なお、会議は、議員定数の半数以上の議員が出席しなければ開会さ
れません。 

　議会運営委員会とは 
　議会の円滑な運営を図るため、議会内各会派間の連絡調整を行います。 

　県議会は、執行機関である知事に対して、対等な立場にある議決機
関であり、互いにけん制、協力して県政の運営を行っています。県議
会は、議長と副議長が会議の運営や秩序の維持にあたっています。 

総務委員会 

生活福祉保健委員会 

農林水産委員会 

建設委員会 

文教委員会 

警察・商工労働委員会 

 

行政刷新・分権改革推進特別委員会 

地域生活確保対策特別委員会 

観光振興・交流基盤整備対策特別委員会 

人づくり強化・国際貢献対策特別委員会 

産業活性化対策特別委員会 

防災・治安対策特別委員会 

予算特別委員会 
　（2月定例会中） 

決算特別委員会 
　（9月～12月定例会） 

県

議

会

 

議

長

 

副

議

長

 

②
議
会
運
営
委
員
会
 

①

本

会

議

 

③
常
任
委
員
会
 

④

特

別

委

員

会

 

委  員  長 宮 　 政 利  

委　　員 佐 藤 一 直  

委　　員 安 木 和 男  

委　　員 平 　 浩 介  

－委員会の構成－ 

－調査事件－ 

副委員長 野 村 常 雄  

委　　員 井 原 　 修  

委　　員 門 田 峻 徳  
委　　員 蒲 原 敏 博  

委　　員 福 知 基 弘  

委　　員 沖 井 　 純  
委　　員 岡 　 哲 夫  

行政刷新・分権改革推進特別委員会 （11人） 

　最終日の本会議において、行政刷新・分権改革推進特別委員会をは
じめ6つの特別委員会が設置されるとともに、委員長、副委員長及び
委員が選任されました。 

委  員  長 安 井 裕 典  

委　　員 宮 崎 康 則  

委　　員 栗 原 俊 二  

委　　員 砂 原 克 規  

－委員会の構成－ 

－調査事件－ 

副委員長 内 田 　 務  

委　　員 狭戸尾　浩 

委　　員 児 玉 　 浩  
委　　員 平 田 修 己  

委　　員 瀧 本 　 実  

委　　員 岩 下 智 伸  
委　　員 下 原 康 充  

地域生活確保対策特別委員会 

委  員  長 　 橋 雅 洋  

委　　員 下 森 宏 昭  

委　　員 佐々木弘司 

委　　員 檜 山 俊 宏  

－委員会の構成－ 

副委員長 日 下 美 香  

委　　員 森 川 家 忠  

委　　員 犬 童 英 徳  
委　　員 奥 原 信 也  

委　　員 伊藤真由美 

委　　員 山 下 智 之  
委　　員 宇 田 　 伸  

観光振興・交流基盤整備対策特別委員会 

委  員  長 天 満 祥 典  

委　　員 桑 木 良 典  

委　　員 松 岡 宏 道  

委　　員 松 浦 幸 男  

－委員会の構成－ 

副委員長 窪 田 泰 久  

委　　員 吉 井 清 介  

委　　員 中 本 隆 志  

委　　員 三 好 良 治  

委　　員 東 　 保 幸  
委　　員 田 辺 直 史  

人づくり強化・国際貢献対策特別委員会 

委  員  長 山 木 靖 雄  

委　　員 河 井 案 里  

委　　員 小 林 秀 矩  

委　　員 渡 壁 正 徳  

－委員会の構成－ 

副委員長 金 口 　 巖  

委　　員 緒 方 直 之  

委　　員 冨 永 健 三  

委　　員 山 下 真 澄  

委　　員 田 川 寿 一  
委　　員 石 橋 良 三  

産業活性化対策特別委員会 

委  員  長 坪 川 　 巳  

委　　員 西 村 克 典  

委　　員 辻 　 恒 雄  

委　　員 間 所 　 了  

－委員会の構成－ 

副委員長 　 木 昭 夫  

委　　員 高 山 博 州  

委　　員 山 崎 正 博  

委　　員 尾 熊 良 一  

委　　員 中 原 好 治  
委　　員 城 戸 常 太  

防災・治安対策特別委員会 

　常任委員会とは 
　議会開会中に本会議に提出された議案などを、専門的に審査・調査
します。 
　県の仕事を部局ごとに分けて、6つの委員会が置かれ、議員は必ず
いずれかの委員会に所属しています。 
　なお、本県では、議会閉会中においても、月1回程度、担当する行政
施策の審査・調査を行っています。 

　特別委員会とは 
　特定の事項を審査・調査するため、必要に応じて本会議の議決によっ
て設置されます。 
　また、2月定例会では、予算関係を集中審査するため、予算特別委員
会が、9月定例会では、決算関係を集中審査するため、決算特別委員会
が設置されます。 

1

2

3

4

（11人） 

（11人） （10人） 

（10人） （10人） 

●中山間地域における産業活性化及び 
生活支援対策に関する調査の件 

●地域医療体制の確保・強化対策及び 
地域ケア体制の整備に関する調査の件 

●行財政改革・分権改革の推進に関する調査の件 

●総合特区の推進に関する調査の件 

－調査事件－ －調査事件－ 

●優秀な人材の県内定着対策及び国内外から人材が
集まる県づくりに関する調査の件 

●国際平和拠点ひろしま構想等の策定に関する 
調査の件 

●「瀬戸内  海の道構想」の推進に関する調査の件 

●交流基盤整備の推進に関する調査の件 

－調査事件－ －調査事件－ 

●広島県地域防災計画の見直し及び防災インフラ 
整備等に関する調査の件 

●「なくそう犯罪」ひろしま新アクション・プランの 
推進に関する調査の件 

●次世代産業の育成及び海外ビジネス展開の 
促進に関する調査の件 

●6次産業化、農水産物海外販路拡大等による 
農林水産物の販売力強化対策に関する調査の件 



http://www.pref.hiroshima.lg.jp/gikai/ホームページ 

テレビ広報番組の配信 …「ひろしま県議会ダイジェスト」を配信しています。 
…本会議と委員会の会議録が登録されています。 会議録の閲覧と検索 

最新の
情報 

を掲載
して 

います
! 広島県議会 

インターネット中継 …本会議の審議状況等をインターネット中継（生・録画）しています。 

あて先 

082ｰ513ｰ4743TEL FAX 082ｰ222ｰ9600

ひろしま県議会だよりは、6月、9月、12月、2月の各定例会後に発行します。 

〒730ｰ8509　広島市中区基町10ｰ52
広島県議会事務局　政策調査課 

　6月、9月、12月、2月の各定例会後に、30
分のテレビ番組として、定例会における一般（代
表）質問の模様などについて、コメンテーター
や記者による解説を交えながら、わかりやすく
お伝えしています。 
　放送終了後は、県議会ホームページで、最
新の「ひろしま県議会ダイジェスト」をご覧い
ただけますので、ご利用ください。 

　広島県議会では、昨年12月に制定した広島県
議会基本条例に基づいて「議会改革推進委員会」
を設置し、議会改革に取り組んでいます。 
　このたび、この委員会の委員を選任しました。
3つのワーキンググループを設け、調査・検討を
行うこととしています。 

【主な検討項目】 
　　・開かれた議会の推進　　・監視機能の充実　　・政策立案機能の充実　など 
【議会改革推進委員会】 
　　委員長　平田　修己　　　委　員　中本　隆志　　　委　員　岡　　哲夫 
　　委　員　田辺　直史　　　委　員　渡壁　正徳 
【ワーキンググループ】 
　　・政務調査費等検討部会　・議会運営検討部会　・議会基本条例推進部会 

【今年度の放送スケジュール】 
●放送局：広島テレビ　　●放送日時（9月以降については、放送予定日時）： 

　6月定例会 平成23年　7月　9日（土）午前9時30分～   県議会ホームページで配信中 

　9月定例会 平成23年10月15日（土）午前9時30分～  

12月定例会 平成23年12月24日（土）午前9時30分～  

　2月定例会 平成24年　3月17日（土）午前9時30分～  

放送日は、各定例会の日程に
より、変更となる可能性があ
ります。 

在職25年以上の功績を称え、次の議員が
表彰されました。 

永年在職議員表彰受章者 

〈福山市／自民会議〉 平　　浩介 

第19回議会改革推進委員会の模様（7月1日開催） 

今
度
は 

議
場
に
行
っ
て
み
よ
う
よ
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で 

見
ら
れ
る
ん
だ
よ
。 

今
日
の
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、 

少
し
前
の
も
の
ま
で
あ
る
の
ね
。 

今
日
の
県
議
会
の
本
会
議
で
は 

何
が
話
し
合
わ
れ
た
の
か
な
？ 

本会議の傍聴ができます。 
本会議の開催日に、議会棟1階の受付
までお越しください。 
● 受付／午前9時～ 
● 先着順に50名まで 

本会議等の行事のない日は、本会議場
の団体見学ができます。 
● 午前9時～11時半、午後1時～5時 
  （土・日、祝日等を除く） 

委員会の審議状況が、議会棟1階のモニ
ターテレビでご覧いただけます。 
● 受付／委員会開催の1時間前～ 
● 定員36名（希望者多数の場合抽選） 

本会議、委員会の開催日時は、決定され次第、
ホームページでお知らせします。 

視覚障害者の方へ「点字版」と「音声版
（テープ版・デイジー版）」を発行してい
ます。ご希望の方は県議会事務局政策
調査課までご連絡ください。 

補
正
予
算
一
件
 

条
例
案
二
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
国
の
経
済
対
策
を
活
用
し
た
各
種
基
金
事

業
に
つ
い
て
は
、
財
源
の
使
い
切
り
意
識

を
持
た
ず
、
必
要
に
応
じ
て
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
。 

●
広
島
市
中
区
中
町
県
有
地
信
託
事
業
の
債

務
縮
小
の
た
め
、
信
託
銀
行
に
強
く
経
営

改
善
を
求
め
、
県
も
そ
の
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。 

●
本
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ

多
く
の
職
員
を
派
遣
し
て
お
り
、
そ
の
経

験
等
を
蓄
積
し
、
今
後
の
本
県
の
震
災
対

策
に
生
か
す
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
導
入
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
、
条
例
案
三
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
二
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
い
わ
ゆ
る
「
災
害
弱
者
」
が
入
所
す
る
社

会
福
祉
施
設
や
災
害
時
に
被
災
者
が
集
中

す
る
医
療
施
設
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に

耐
震
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

●
「
小
学
校
ま
る
ご
と
集
団
疎
開
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
利
用
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
や
消

防
車
両
の
提
供
な
ど
、
被
災
地
へ
の
協
力

を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。 

●
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
な
ど
、
市
町
に
対
す
る
助
言
を
積
極

的
に
行
い
、
市
町
の
警
戒
避
難
体
制
の
確

立
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈広
島
県
立
美
術
館
に
お
け
る
民
間

ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
農
家
の
発
生
予
防
対
策

等
の
万
全
の
防
疫
体
制
を
図
る
必
要
が
あ

る
。 

●
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
か
き
養
殖
業

の
再
生
支
援
等
に
つ
い
て
は
、
現
地
の
ニ

ー
ズ
の
変
化
に
応
じ
て
、
有
効
か
つ
適
切

に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。 

●
広
島
県
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の
森
林
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
外
部
評
価
等
を
取
り

入
れ
る
な
ど
、
早
急
に
経
営
改
善
案
を
示

し
、
議
論
を
行
う
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈二
〇
二
〇
広
島
県
農
林
水
産
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
推
進
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
 

条
例
案
四
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
県
内
経
済
を
下
支
え
し
、
県
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
事
業
量

確
保
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。 

●
広
島
港
や
福
山
港
に
つ
い
て
、
今
後
の
利

用
促
進
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
た
び

の
民
営
化
に
よ
り
、
物
流
基
盤
の
さ
ら
な

る
充
実
・
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。 

●
「
広
島
県
道
路
整
備
計
画
二
〇
一
一
」
の

策
定
で
は
、
財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
厳
し

い
事
業
判
断
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
地
元

へ
の
十
分
な
説
明
が
必
要
で
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈広
島
へ
リ
ポ
ー
ト
使
用
料
の
適
正

な
設
定
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
 

条
例
案
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
県
立
学
校
の
耐
震
化
工
事
に
つ
い
て
、
短

期
間
に
多
数
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
実
施

業
者
の
確
保
や
工
事
管
理
、
完
了
検
査
等

を
適
切
に
行
う
必
要
が
あ
る
。 

●
小
中
学
校
の
耐
震
化
に
つ
い
て
も
、
早
期

に
完
了
す
る
よ
う
、
市
町
に
対
し
、
県
の

方
針
へ
の
理
解
を
十
分
に
促
す
必
要
が
あ

る
。 

●
県
立
高
等
学
校
の
再
編
整
備
に
つ
い
て
、

過
疎
対
策
や
地
域
振
興
と
い
う
観
点
も
踏

ま
え
、
県
全
体
と
し
て
慎
重
に
検
討
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈高
等
学
校
に
お
け
る
定
員
内
不
合

格
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
き

め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
確
保
や
、
非

行
初
期
段
階
の
少
年
へ
の
指
導
等
に
一
層

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。 

●
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
て
い

る
中
小
企
業
へ
の
資
金
支
援
に
当
た
っ
て

は
、
個
々
の
資
金
需
要
に
応
じ
て
、
柔
軟

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。 

●
県
の
試
験
研
究
機
関
の
技
術
を
活
用
す
る

際
、
販
路
開
拓
や
資
金
繰
り
等
の
課
題
が

あ
る
た
め
、
企
業
の
事
業
化
が
円
滑
に
進

む
よ
う
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈ひ
ろ
し
ま
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

機
構
の
体
制
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

7月1日開催開催 7月1日開催 

総

務

委

員

会

 

総

務

委

員

会

 
農
林
水
産
委
員
会
 

農
林
水
産
委
員
会
 

建

設

委

員

会

 

建

設

委

員

会

 
文

教

委

員

会

 

文

教

委

員

会

 

警
察
・
商
工
労
働
委
員
会
 

警
察
・
商
工
労
働
委
員
会
 

生
活
福
祉
保
健
委
員
会
 

生
活
福
祉
保
健
委
員
会
 

 

●
行
政
書
士
へ
の
行
政
不
服
申
立
手
続
の
代
理
権
付
与
に
関
す
る
意
見
書
 

国
民
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
、
実
体
法
に
精
通
し
た
行
政
書
士
に
行
政

不
服
審
査
法
に
基
づ
く
行
政
不
服
申
立
手
続
の
代
理
権
を
付
与
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

●
大
規
模
災
害
対
策
等
の
充
実
強
化
を
求
め
る
意
見
書
 

震
災
復
興
に
向
け
、
新
た
な
地
震
・
津
波
対
策
等
の
総
合
的
な
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

と
、
広
範
囲
に
及
ぶ
大
規
模
災
害
対
策
と
し
て
、
防
災
体
制
の
整
備
方
針
の
作
成
や
国

に
よ
る
調
整
機
能
体
制
の
確
立
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

●
「
協
同
出
資
・
協
同
経
営
で
働
く
協
同
組
合
法（
仮
称
）
」
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
 

経
済
の
活
性
化
、
未
就
労
の
若
者
、
障
害
者
や
高
齢
者
な
ど
が
み
ず
か
ら
就
労
の
機
会
を
つ

く
り
出
し
、
新
た
な
生
き
が
い
創
出
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
、
法
の
制
定
を
求
め
ま
し
た
。 

 

7月5日議決 

県民福祉の向上のため、国会や関係
省庁等に提出し、その実現を図るよう
要望しました。 


